
（　令和7　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　上高野　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

チャレンジタイム（けん
玉・お手玉検定）

25 82 18 100

夏休み中にけん玉・お手玉の練習や検定を行う。伝承遊
びの道具の正しい使い方と片付け方を学ぶ。

けん玉やお手玉に挑戦する良い
機会になっている。8月の夏休み
中に毎日実施し、以降は月替わ
りで検定日を設けた。記録を更
新したり新たにできる子が増え
たりと成長が見られた。

マンカラ大会 1 23 1 24
児童館で長年親しまれているマンカラの大会を行う。上
位に入賞した子を表彰する

普段から取り組んでいる遊びな
のでそれなりの参加者もおり、
試合にも真剣に取り組むことが
できていた。

館内卓球大会 1 7 1 1 9

申し込み制で卓球のトーナメント戦を行う。低学年の部
と高学年の部で分けて実施し、上位入賞者は表彰する。

なかよし卓球大会に向けて、良
い練習になった。試合結果が自
信につながっていた。低学年の
参加が減少傾向にある点が課題
である。

館内将棋大会 1 1 2 3
京都将棋交流大会の予選として開催。 将棋クラブメンバーが対局を行

い、1年のまとめとして行うこと
ができた。

百人一首体験会・大会 3 27 1 7 1 36

日本の伝統文化である百人一首について親しむ。札を取
り合い、上位入賞者は表彰する。

五色百人一首を使用。低学年の
部は、体験会を行ったが参加者
がおらず、高学年をハンデあり
で交えて行う。高学年の部は、
大会前より練習に取り組む熱意
を持った子もおり、非常に良い
雰囲気だったが、当初の予定日
に学級閉鎖がおこり、後日再び
大会を執り行った。

かまぼこ落とし体験会・
大会

3 34 1 1 36
「かまぼこ落とし」の大会を行う。1年生は体験会を行
い、2年生以上は希望制で参加。

児童館で長く親しまれている遊
びを楽しむ良い機会になってい
る。冬に２回目の大会を行う。

大掃除 1 42 1 4 47

館内の各部屋や玩具、館庭を来館している児童全員で清
掃する。

日頃自分たちで使っている場所
や物の掃除を行うことができ
た。本やおもちゃの正しい片づ
け方を学ぶ機会になった。

こま月間・長回し大会 1 1 3 4
こまが回った時間を計測し、学年別に上位入賞者を表彰
する。

月間、大会を機会としてこまを
回せるようになった子がいた。

将棋クラブ 29 32 37 2 3 74

本将棋に取り組む。土曜日には講義的な内容も行う。 本将棋にしっかりと取り組むこ
とができた。土曜日にゆっくり
時間をとってできたのでより深
い内容をすることができた。登
録人数自体は少ないが個別丁寧
に上達を目指すことができた。

フレンドクラブ 24 2 10 42 26 80

４年生以上を対象とした高学年クラブ。参加メンバーで
やりたいことを話し合い計画を立て、協力しながら取り
組む。

自分たちでやりたいことを考
え、実施することができた。特
におばけやしきに積極的に取り
組んだ。

きりえクラブ 20 27 124 45 29 225

２年生以上が対象のクラブ。作品を仕上げていくことで
級が上がり、より難しい作品に取り組むことができる。
年度末には成果の発表として作品展を実施。

意欲的に取り組み、多くの作品
を仕上げることができた。年度
末の作品展に加え、郵便局でも
作品を展示できた。

なかよし卓球大会 1 5 1 6
左京区・東山区の児童館や学童保育所が集い、交流を目
的として卓球の試合を行う。入賞者は表彰される。

どの子も真剣に取り組み、とて
もよい経験になった。入賞する
ことができた児童もいた。
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乳幼児 中高生 大人 合計
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中高生タイム 10 46 46
職員との交流や本読み、卓球などをして自由に過ごせる
時間や場所を設ける。

学童クラブOB、OGを中心とし
て、放課後の居場所として児童
館を活用していた。

乳幼児親子と中高生世代
の交流活動

1 9 9 18

修学院児童館、修学院第二児童館の3館合同で実施。妊婦
体験や手遊び、ゲームや工作などを通して、乳幼児親子
と中学生の交流や体験活動を中学校と連携して行う。

中学生が積極的に子どもと関わ
ろうとする姿が多くみられた。
一緒に遊んだり、抱っこしたり
と乳幼児と中学生がふれあえる
機会をつくることができた。

避難訓練
(不審者・地震・

火災・水害)
12 12 6 363 6 41 12 440

毎月一回以上実施。内容や対象者については月替わりで
行い、地域の危険箇所や避難場所を確認した。

毎月取り組むことで、子どもた
ちや職員の意識づけになる。子
どもたちが土砂災害警戒区域、
浸水想定区域ついての地域の特
性を知り、防災意識を持てるよ
うに今後も行っていきたい。

七夕飾り 4 89 22 111
例年地域の方にいただける笹に飾る、飾りづくり、短冊
づくり

季節を感じる行事として取り組
むことができた。

腹話術鑑賞会 1 3 55 4 4 66
高齢者のボランティア派遣を利用して夏休みの1行事とし
て実施。腹話術のショー。

ショーとしても出来が良く、こ
どもたちも喜んでいた。

食品ロス削減講座 1 60 7 1 3 71
大学の取り組みの一環として、こどもたちに食品ロスに
ついての、クイズなどを交えた話をする。

食品ロスについて考える良い機
会となった。

こま検定 1 6 1 1 8 こまの技に挑戦する。

回せなかった子も取り組みの中
で、回せるようになった。元々
回せていた子も新しい技ができ
るようになっていた。

クリスマス会 1 2 51 6 59
季節の行事としてこどもの意見をもとに出し物の発表と
みんな遊び、おやつにケーキを食べた。

昨年度と同じ形式で行ったため
出し物の発表のイメージもつか
めており、スムーズに準備する
ことができた。ケーキも自分た
ちでデコレーションできるよう
な形にしたので喜んでいた。

卓球交流試合 1 6 1 1 8
修学院第二児童館主催で左京区内の他の児童館との卓球
交流試合を行う。

なかよし卓球大会以来の外部と
の交流試合なので、張り切って
取り組むことができた。全員が
一度は勝つことができた。

おばけやしき 1 3 44 7 7 2 2 65
フレンドクラブの特別な企画として実施。自分たちでス
トーリー、仕掛け、配置などを考え、参加者を驚かせ
た。

フレンドクラブのメンバーが主
体的に取り組むことができた。
また追加でスタッフを募集した
ので来年度のメンバー確保にも
繋げられた。企画についても注
目度が高く普段児童館に遊びに
来ない子たちも参加していたの
でよかった。

学習支援 1 12 2 4 18
３月から月１回ペースで実施。地域の子ども食堂（だん
ない食堂）のつながりで大学生による学習支援を行う。

大学生が児童館にかかわる良い
機会になった。今後実施方法に
ついて検討していく。

けんだま・おてだま・こ
ま大検定記録会

1 5 3 8
けんだま・おてだま・こまに一年間取り組んできた総ま
とめとして実施。記録の上位１名を表彰する。

夏休みのチャレンジタイムで一
区切りついてしまう節があるの
で、それ以降の練習の成果を試
す場として実施できた。夏と比
べると意欲的な子は少ないがよ
い機会となった。

こどもの見守りと交流 10 10 10 ボランティアの高校生との交流活動。
年齢も近い分、双方にとって良
い関わりができていた。
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カロム大会 1 17 1 18 児童館で人気の遊びのカロムの大会。

ペアでの申し込みで大会前から
お互いが声を掛け合って、頑張
ろうとしていた。試合もレベル
が高く、真剣に取り組んでい
た。

伝統工芸体験 1 51 9 60 「京の匠の技を知る」による講師を呼んでの絵付け体験。

伝統工芸に触れる貴重な機会と
なった。体験した人は、焼き入
れをして完成したものを後日も
らえたため、夏のよい思い出と
なった。

＊注　基本活動は、指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)配慮を必要とする子どもへの対応(７)中高生世代の活動支援(１０)エコ活動に分類して記入すること。
　　　推進活動は、指針に基づき(１１)子どもが地域を知る活動(１２)移動児童館活動(１４)伝統文化に触れる活動に分類して記入すること。
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（　　令和7　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　上高野　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

ぽこぽこ広場 32 143 149 292

きらきらクラブ 30 194 188 382

ぴよぴよクラブ 18 68 68 136

はぴはぴ 51 94 85 179

親子で楽しも！ 10 53 48 101

ベビーマッサージ 7 7 7 14

ちょっときいてこんなコト 2 14 15 29

ママヨガ 11 32 57 89

リトミック 5 29 30 59

秋のわくわくフェスティバル 1 16 16 32

きらきらクラブ登録説明会 1 1 1 2

成　果　と　課　題小４～６年
合計 内　　　　　　　　　　　　　　　容

乳幼児親子対象の登録制クラブ。前半は
大型遊具等での自由遊び。後半は職員に
よる手遊びや季節の歌、リズム遊び、絵
本の読み聞かせを行う。
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中高生 大人
ボランティア

週替わりで設置する大型遊具が好評であ
る。参加者は安定しており、保護者通しの
つながりも生まれていた。しかし取り組み
の中で歌と手遊びが多いのでこどもが集中
を切らしがちであった。

１歳以上対象の登録制幼児クラブ。手遊
びや絵本読み、季節の行事、工作などさ
まざまな取組を行う。

参加人数が比較的安定しており、毎回の活
動をにぎやかに行うことができた。体操や
歌など年間を通して決まった取組を行うこ
とで、成長を感じられた。

概ね１歳までが対象の登録制乳児クラ
ブ。保護者同士の交流を図り、ふれあい
遊びや工作などを行う。

クラブを通して保護者同士の交流が生まれ
ていた。次年度も実施曜日や回数は特に変
更せずに行う。

ぽこぽこ広場にはぐくみ室から保育士さ
んと心理士さんを招き、相談や様子を見
てのアドバイスを行った。広場後には参
加者の様子や地域の近況について情報共
有を行う。

今年度から登録制クラブの日に実施。事前
にアンケートもとったため、昨年度よりも
質問がしやすい雰囲気になった。次年度も
同じようなかたちで行いたい。

講師を招き、乳幼児親子と女性対象に実
施。身体を動かすことにより、心身のリ
フレッシュを図る。

開催のタイミングが悪かったのか参加者が
少なかった。

自由度が高く、気軽に来館しやすい場に
なっている。広報面において工夫が必要で
ある。

工作や季節に合った行事を行う。 登録制の活動ではないため、気軽に参加す
ることができる。その分、内容により参加
人数に差がうまれやすい。また、年度初め
は特に集客が難しい。SNSなどを通じて広報
活動に力を入れる必要がある。また金曜日
は他の施設と取り組みがかぶっているよう
に感じるので実施曜日を変更する。

乳児とその保護者を対象に実施。オイル
を使ったマッサージを通し、親子の向き
合う時間をつくり、愛情を深める。

申込者が少なくても定期的に実施したこと
で、参加者が安定した。ベビーマッサージ
を楽しみにしているという意見もあったた
め、来年度も定期的に実施できるようにい
たい。

乳幼児親子対象の広場。自由遊びと職員
による絵本の読み聞かせや手遊びを行
う。

講師の先生中心にリラックスして体を動か
したり、悩み相談ができる場所になってい
る。参加者はリピーターの人が多く安定し
ている。

講師を招き、乳幼児親子を対象として実
施。音楽に合わせて身体を動かすことを
楽しむ。

親子で一緒に身体を動かすことで、コミュ
ニケーションをとることにつながってい
た。次年度も継続して実施する。

「子育てママ支援サークル☆はじめの
いっぽ」と一緒に、乳幼児親子を対象と
して行事を企画。遊びや工作、ヨガやハ
ンドマッサージなどのコーナーを展開。

ヨガや工作、遊びのコーナーなど多様な
コーナーが展開された。次年度も早めの準
備を意識しながら動いていきたい。

次年度のきらきらクラブに向けた登録説
明会。昨年度の活動のスライドショーと
概要の説明を行う



乳幼児親子向け
避難訓練 2 11 11 22

左京中部親子ふれあい広場 1 57 56 36 149

3 児童館にて直接受理 16 健全育成問題 児童相談所
10 児童相談所 家庭養育問題 保健所

保健所 成長･発達問題 16 保健福祉センター
(3)子育て家庭相談・援助 3 保健福祉センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他 13

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は、指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

0 0 0 731 0合　　　　計 171
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小１～３年（自由来館）

子どもの年齢 件数 受　理　及　び　相　談　経　路 相　談　内　容

小１～３年（学童）

－

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

－
16

左京区役所にて複数の児童館で、乳幼児
親子を対象とした、工作や遊びなどの
様々なコーナーを展開する大きな企画。

広い地域の乳幼児親子に上高野児童館の取
り組みを知ってもらう良い機会となった。

グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容

0 36

件数

14860

中学生

推
進
活
動

活　　動　　内　　容

－

件数

避難経路、方法を伝えることができた。消
防との連携では消防車の見学や、消火器訓
練も行うことができたので好評であった。

0

乳幼児親子向けの避難訓練の実施。秋に
は消防と連携して行う。

成果と課題

区役所・保健



（　　令和7　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　上高野　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

上高野子育てほっとサロン 10 60 65 125

民生児童委員さんと保護
者のつながりが強く、に
ぎやかな雰囲気である。
参加人数が減少傾向にあ
る点が課題。また次年度
は民生委員も代替わり
し、土曜日に小学校の一
室で行うことになる。

お年寄りに感謝を送ろう
敬老会

1 258 64 322

地域の方にプレゼントを
渡し、地域の方に児童館
を知ってもらえた。作る
数が多いため、作るもの
や制作期間を余裕をもっ
て考えておく必要があ
る。敬老会への太鼓の参
加は、喜んでもらえた。

上高野念仏供養踊りの伝承 1 25 1 19 45

伝統の踊りを子どもたち
に伝える貴重な機会と
なっている。

上高野ふれあいまつり 1 16 4 20

太鼓クラブ登録児童が開
幕太鼓を披露した。館内
では、学童クラブ保護者
会がゲームコーナーを展
開した。

はじめの広場ハレバレ 5 10 13 23

館の取組とは別の部分で
の乳幼児の取組を行え
た。インスタグラムでも
メンション機能を使い相
互的に幅広く広報でき
た。しかし参加者のいな
い日もある。

ほりたりほ工作の日 4 1 5 6

館の取組とは別の部分で
の乳幼児の取組を行え
た。工作もクオリティの
高いもので他の取組の参
考にもなった。しかし参
加者のいない日もある。

中高生 大学生 大　人 合　計
(2)ボランティア
　　活動の推進

こどもの見守りと交流 10 10

学習支援 3

活　　動　　名 実施回数
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動

22 102

活　　動　　人　　数
成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

541

310

299

13

ボランティアを通して、こどもとのコミュニケーションを学びたいという高校生による活
動。こどもたちと年も近く親密な関わりもあり、双方にとって良い機会となった。

地域のこども食堂のつながりで３月より開始。来年度も継続して行う。現状は宿題を教える
という内容にとどまるが、大学生とのつながりは非常に貴重なので、この活動からさらに関
わりを増やしていきたい。

成果と課題
合　計

0

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

合　　　　計

連携団体
中高生

0071

参　加　人　数

大人

－

小１～３年主　　催

合　計

69

上高野児童館
上高野学区民生児

童委員協議会

上高野児童館
上高野学区社会福

祉協議会

上高野児童館

上高野ふれあい
推進委員会

子育てママ支援
サークル☆はじめ

のいっぽ

子育てママ支援
サークル☆はじめ

のいっぽ

上高野学区社会福祉協議会
上高野学区民生児童委員協

議会

上高野学区社会福祉協議会

上高野念佛供養踊り保存会

上高野小学校
推進委員会

上高野自治会
　　　　　他

子育てママ支援サークル☆
はじめのいっぽ

子育てママ支援サークル☆
はじめのいっぽ



上高野学区社会福祉協議会
上高野学区民生児童委員協議

会

左京区役所保健福祉センター
子どもはぐくみ室

子育てママ支援サークル☆は
じめのいっぽ

上高野小学校

修学院中学校 中高生世代と赤ちゃんとの交流活動、チャレンジ体験

中高生世代に児童館の存在を知ってもらうきっかけとなった。中高生世代に赤
ちゃんについて、子育てについてを考えてもらうきっかけとなった。

情報を交換することにより連携がとりやすく、児童館以外の様子も知ることがで
きる。運動場や体育館やふれあいサロンを借りることで、児童館の行事の幅も広
がった。

上高野子育てほっとサロン、おたよりの配布、だんない食堂

地域の情報を交換すると同時に、行事の進行を行ってくださった。地域の幼児さ
んの家にじどうかんだよりを渡して下さり、児童館のことを地域に周知、館利用
につながった。

ちょっときいてこんなコト
はぐくみ室より、保育士、保健師を招いて開催。アンケート用紙を活用して子育
てに関する悩み相談をおこなった。

はじめのひろば、ハレバレ、ほりたりほ工作の会
母親同士が情報交換をし、リフレッシュできる機会になっている。新たに工作の
取組が始まり、次年度は回数も増える予定である。

(3)地域との連携を
　促進する活動

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

学年別懇談会、情報交換、たよりの交換
外遊び時の運動場の使用、ふれあいサロンの使用、児童館行事への参加

成　　　果　　　と　　　課　　　題
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(4)児童館を支える地域

日々の連携からつながりを深め
ていきたい。

地域同士のつながりが強く、日
ごろから密な関わりを持ててお
り、連携した取組ができてい
る。

(5)地域への施設等の
　 提供

(6)地域調査活動

(7)地域の子どもの居
場所との連携・交流

おたより配布

放課後まなび教室 こどもの居場所拡大と利用促進

事業内容確認・情報共有

成果と課題

成果と課題

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題使　用　目　的

上高野学区社会福祉協議会
上高野民生児童委員協議会

上高野民生児童委員協議会主児童委員
葵保育園、菊の花幼稚園、京都きらら幼稚園

こどもはぐくみ室
京都市立上高野小学校、京都市上高野児童館

会場提供・備品貸出等

1

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

推
　
進
　
活
　
動

調査主体 調査方法

基
　
本
　
活
　
動

組織名称

調査目的

提供先（団体・機関等）

調査対象

上高野地域子育て支援ステーション事業

ふれあい推進委員会
自治会

地域各種団体
小学校PTA

4
ふれあいまつり

土曜塾

遊戯室、創作活動室 打ち合わせ、はじめのひろば、ハレバレ
子育てママ支援サークル☆はじめの

いっぽ

はぐくみアクション賞を受賞されるなど、精力的に活動
されている。連携を取り合い、より良い活動を築いてい
きたい。

まなび教室終了後には児童館を直接利用することができ
るようにしており、多くの子どもの利用につながった。

創作活動室 学習支援の取組 上高野学区社会福祉協議会
大学生とのつながりが生まれる良い機会となった。

左京保健センター、左京区児童館学童保育所、フレ
スコ(近隣スーパー)、岩倉図書館、左京図書館、き
らら幼稚園、菊の花幼稚園、葵保育園

毎月おたよりを配布しており、児童館の認知ができてい
る。今後はより関わりを増やしていき、こどもの情報共
有などもしていきたい。

調査名

連携・交流先 取組内容
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じどうかんだより 月1回 小学校にとどけて配布を依頼 月ごとの予定や行事について
配架依頼
回覧依頼または手渡し
メールにて回覧依頼
回覧
配架依頼
配架依頼
手渡し
手渡し

各種行事ポスター、チラシ 行事ごと 上高野小学校在校生 児童館で配布
児童館来訪者 児童館前にて掲示

学童クラブだより 月1回 学童クラブ家庭 学童クラブ家庭に配布 月ごとの予定や行事、おやつについて
上高野小学校職員 上高野小学校職員に配布 館長からのことば、職員からの言葉

お知らせやお願い等

SNS投稿 月２～３回 SNS利用者 インスタグラムへの投稿 行事の開催予定や、活動内容

おたよりだけでは伝えきれない、実際の様子を
写真で広報することができた。今後はより投稿
頻度を上げ、フォロワーを増やしていく必要が
ある

児童館学童連盟HP 随時 児童館利用者 HPへの情報掲載・更新 おたよりの掲載
京都社会福祉協会HP HP閲覧者 行事カレンダーの掲載

行事案内の掲載

広報内容

上高野小学校在校生、自治会役
員　左京保健センター、
地域住民、主任児童委員
京都市社会福祉協会所属児童
館、左京区児童館学童保育所、
フレスコ(近隣スーパー)、
岩倉図書館、左京図書館、
きらら幼稚園、菊の花幼稚園、
葵保育園

自館の取り組みについて,知ってもらうことが
できた。

児童館の行事を知ってもらうことができた。

児童館の様子や児童館での行事を小学校の職員
に知ってもらうことができた。

児童館の存在を知るきっかけになるとともに、
児童館の雰囲気を事前に知ることで来館までの
ハードルを下げることができた。

成果と課題

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法


